
  

 

苛酷な被災生活の中で子どもたちは、緊張の面持ちで忙しく働く大人たちを気遣いながら暮らしています。 

その心の中には、恐怖・不安・怒り・悫しみなどの様々な苦悩が閉じ込められています。通常であれば、伸び伸

び遊びながら成長していく大切な時期なのですが、いまはそれが思うようにできません。子どものための、適切

な育ちの環境が確保できなくなっているのです。子どもたちが、これから葛藤や不安を上手に統制しながら周囲

の環境に適応する能力を身につけていくためには、いつも温かく見守られている空間のなかで、安心してくつろ

げる時間を過ごすことが必要です。被災地の子どもたちはいま、その成長の途中で、年齢には不相応な負担を強

いられながら暮らしています。このような劣悪な環境を改善し、一刻も早く適切な養育・教育が確保されるよう

子どもの育ちに着目した取り組みを強化することが、いっそう重要となってきています。 

そこで、私は、生活の身近な場に緑を届け、その成長の軌跡を観察できる機会を提供することによって、命に

ついてともに考えるきっかけづくりを穏やかに進めようとする‘風興（かぜおこし）プロジェクト’を企画し、

震災からちょうど 3 か月経過した 6 月 11 日に本プロジェクトを始動。早速 12～13 日に宮城県内の介護老人

保健施設、避難所、大崎市役所等を訪問しました。つる性植物（ゴーヤ）の苗、花の種と併せて、私が「ミュー

ジカル・葉っぱのフレディ」サポーターであるご縁から、2011 国際森林年子ども大使を務めるフレディーズ（「葉

っぱのフレディ」キャスト）も一緒に同行頂き、歌と笑顔で被災者を元気づけてくれました。 

日々成長する苗を目にし、いのちの慈しみと復興に向けた希望を少しでも持っていただければという思いを込

めて、施設の皆さんと一緒に苗を植えてまいりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 参議院では、6 月 13～20 日に「東日本大震災復興基本法案」の集中審議を行いました。私は本委員会の委

員として重要な法案の審議をさせて頂く機会を頂戴し、16 日には参考人質疑を行わせて頂きました。参考人と

してお越し頂いた 立谷秀清 相馬市長に、今後の復興に向けて自治体が望んでいる支援等について伺いました。

立谷市長からは、各省から自治体ごとに支援にあたる職員を配置し、各自治体それぞれのニーズを汲み取った支

援策を講じる必要があることや、被災地の医療職の人材確保のためには、被災地の診療報酬を加算する特例が必

要であることなどのご意見をお聞かせいただきました。 

 

 

 

 6 月 11 日、福島県を訪問し、福島県看護連盟会員の方と意見交換をさせて頂く機会を頂きました。被災地の

医療を支えるためこれまで頑張ってきたお一人お一人のお話をお伺いする中で、ずっと胸に溜め込んでいた思い

が溢れ出し、涙の一場面も。困難で苦しい状況でもひたすら職務を果たそうと必死に頑張っている、素晴らしい

尊敬すべき仲間たちを持ったことを誇りに感じました。現場での課題や必要な支援など沢山の貴重なご意見をお

聞きすることができました。（福島県訪問の際の動画をホームページにて配信しております。是非ご覧ください。） 

人を大切にする社会、働くことを楽しいと思える社会、明日に希望が持てる社会づくり 

やりがい、いきがい。たかがい！～成熟社会を創る看護力～ 
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